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獣医学研究科・獣医学部年報の発刊にあたって

� 北海道大学大学院獣医学研究科長・獣医学部長　稲葉　　睦

　獣医学研究科・獣医学部初めての年報をお届けする。
　大学では，今や“評価疲れ”という言葉自体が陳腐になるほど，評価や自己点検は日常の作業になっている。
研究・教育力の恒常的な改善を目指す以上，効果的な評価を行うことは必然であるから，これはある意味自然で
ある。しかし，当然，それは本当に効果的，効率的なものでなければならない。
　当研究科では，比較的早期から機を見て自己点検・評価，外部評価を行っているが，それは決して定期的なも
のではなく，時に間をおくものであった（もちろん，様々な教育・研究プログラムの点検・評価は個別に実施し
ている）。昨年は，平成 22 年度〜25 年度の外部評価を久しぶりに行い報告書を上梓したが，そのベースとなる
自己点検・評価書の作成は正直なところ決して容易ではなかった。継続的，かつ一定手法でのデータ集積が充分
でなかったことが，その反省点であった。
　一方，当研究科では，従来，研究科紀要である JJVR（Japanese�Journal�of�Veterinary�Research）に研究科関
係者の学術論文，学位論文概要とならんで各教室の年度毎研究業績を掲載し公表してきた。JJVRは 1953 年創
刊の歴史をもち，いわゆる紀要としては珍しくインパクト・ファクターも有する学術雑誌である。JJVRの国際
学術誌としての機能を強化するため，近年，我々は広く国内外から投稿を受け入れ，また多くの学外研究者にも
審査委員としての協力をいただくようになった。そうすると，学位論文や教室業績の掲載は自ずと矛盾を来すこ
とになる。
　今回の年報作成は，こうした経緯，即ち定期的なデータ集積による実質的な点検・評価と JJVRの発展に向け
た対策を踏まえたものである。至極当然のことであり，これまで無かったことがむしろおかしいことなのだが，
こうした経緯の上で教員の主体的意志により実施に至った点はまさに研究科教員の力によるものである。時間を
割いていただいた教員・職員に感謝を申し上げる。
　こうした努力と経験は，国際認証取得を具体的指標とする獣医学教育改善を含め，我々の研究力・教育力アッ
プに必ず活かされるはずである。研究科の教職員は，そのための材料として是非とも本報告書を活用していただ
きたい。また多くの外部の方々には，本報告書を通して我々の現状をご理解いただくとともに，率直なご意見を
賜りたい。
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